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全国学生を対象としたインターネットアンケートによるオン
ライン授業環境調査

越智 徹1,a) 館野 浩司2,b)

概要：我々は，これまでに担当した工学系大学においてオンライン授業時の学生の受講環境を継続的に調
査してきた．また，演習を伴うオンライン授業であったため，外部モニタの有用性を説き，導入を促し，
実際の導入についても調査を行ってきた．これらのオンライン授業環境調査が全国の学生と比較してどの
ような傾向にあるのか調査するため，2021 年 12 月から 2022 年 1 月にかけて，LINE リサーチプラット
フォームと Freesayの 2つのWebアンケートシステムによって，それぞれ全国 500人の学生に対してイ
ンターネットアンケートを行った．この結果，外部モニタの使用率は LINEリサーチでは 23%，Freeasy

では 31%となり，学内における我々の過去の調査よりも高い使用率になった．また，オンライン授業の方
式に関わらず，広い机や椅子，クッションがあればよかったという回答が目立ち，オンライン授業を快適
に受講するために環境や家具が重要であると推測された．

キーワード：オンライン授業，情報教育，受講環境，オンライン授業の疲労

A Survey of the Online Class Environment through a Internet
Questionnaire for Students in Japan

1. はじめに
我々は 2020年度に実施されたオンライン授業以来，オ
ンライン授業における学習環境において，まず (1)機器の
配置パターン推奨例を学生へ提示し，その上で，(2)教員
側が学生の環境を考慮し，授業方法を選択，工夫する，と
いう 2段階の方策が望ましいのではないかと考え，担当教
科における学生のオンライン授業受講形態について調査を
行った [1]．この調査において，あらかじめ授業始めに簡単
に外付けモニタの案内していたが，積極的に外付けモニタ
を使用した学生は 9%，半分程度利用したと回答した学生
を含めても 18%にとどまった．
続く 2021年度前期授業期間において，前年度の調査 [2]

を踏まえて同様の考え方に基づき，機器の配置パターン推
奨例を学生へ提示し，その上で実際の受講環境と疲労につ
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いての関係性を明らかにするため，2種類のアンケート調
査を実施した [3]．この 2021年度前期授業における調査で
は，2回アンケート調査を実施し，第 1回の調査では外付け
モニタの利用は，25人，14%と増加した．また，テレビや
スマートフォンの活用も見られ，これは，教員からの呼び
かけや資料提供がある程度寄与したのではないかと考えら
れる．また，23人が外付けモニタを設置したい，さらに 2

度目の調査での欲しいデバイスとしてやはり 102人，59%

の学生が外付けモニタが欲しいと述べているように，オン
ライン授業環境において，外付けモニタへの需要・要望は
大きいと考えられる．この調査では実際にオンライン受講
に使用している PC環境を撮影して提出してもらった．そ
の環境を精査していると非常に極端な例ではあるが，図 1

のような，作業台に PCを置き，床でマウスを使用する，
というスタイルで受講している学生の存在も明らかになっ
た．これは調査前には全く想定していなかった．明らかに
このような環境では快適とは言えず，オンライン授業を快
適に受講するアドバイスとして，厚生労働省が示している
「情報機器作業における労働衛生管理のためのガイドライ
ン」[7]を学生に周知することで，このような受講スタイル
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を防ぐことができるのではないだろうか．

図 1 学生の極端な受講例

ここまでの期間における調査結果を踏まえた上で，我々
は 2021年度後期授業において，同様のオンライン授業に
おける PC環境を調査した [4]．さらに，全国の平均的な
環境を知るべく，2021年 12月から 2022年 1月にかけて，
LINEリサーチプラットフォーム*1と Freeasy*2による全国
調査を行った．本報告では，我々の過去の調査と全国規模
の調査結果とを比較しながら，オンライン授業に適した受
講環境について検討を行う．

2. テレワークとオンライン授業
2.1 テレワークやオンライン授業の経過・現状
2020年 4月の第 1回緊急事態宣言下では，大学ばかり
でなく企業もテレワークを余儀なくされた．その後，緊急
事態宣言の解除やまん延防止措置への移行など，2020年
から 2022年までの 2年間の間に感染状況に合わせて企業
側もテレワークの解除や，テレワークの継続など対応は分
かれている．大企業の中にはオフィスを一部解約し，「新
しい働き方」としてテレワークを継続するところもある．
例えば日本の大企業では，富士通が 2020年 7月にWork

Life Shift[9]を打ち出し，原則テレワークやオフィス規模
を半分に縮小するなど，アフターコロナを見据えた経営施
策を打ち出している．また，同形態の企業として日立製作
所も「在宅勤務を変革のドライバーとする働き方改革を推
進」[8]としており，やはり今後もテレワークを継続し，新
しい働き方を発表した．さらに，この 2社以上により強力
な改革を打ち出したYahoo! Japanは，「日本国内であれば
どこでも居住できる」「特急や飛行機，高速バスでの出社
も可能」とした「どこでもオフィス」[10]を 2022年 4月 1

日より開始している．
大学においては，オンライン授業はあくまで 2020年当初

のコロナ対策の経過措置の意味合いが強かった．しかし，
2022年までの 2年間，感染者は長期的には右肩上がりであ
り，オンライン授業と対面授業を切り換えたり，オンライ
ン授業をずっと継続したり，事実上オンライン授業は「経
*1 https://www.linebiz.com/jp/service/line-research/
*2 https://freeasy24.research-plus.net/

過措置」ではなくなってしまっていた．2022年度は原則
対面授業とした大学が多く，筆者も対面形式による授業に
よる授業を 2022年度は実施している．しかし，大人数の
授業や，オンライン授業の方が効果が上がると判断された
授業は，オンライン授業をそのまま継続しているものもあ
る．例えば工学院大学 [11]では，「1時限目と 6時限目は
全て遠隔オンデマンド型授業となります．」「通勤ラッシュ
を避けて，自分のスケジュールに合った時間帯を有効に活
かして知識を吸収することができます．さらに繰り返し受
講によりインプット型の学修をより効果的・効率的に進め
ることができます．」などの方針によって，2022年度から
もオンライン授業を取り入れている．
また，新型コロナによる感染や濃厚接触認定，その他病

気や通学事情などにおける学習機会の確保がオンライン授
業によって可能である．そうすると，オンライン授業の実
施方法・方法論ばかりでなく，学生の受講状況の把握や，
受講側のあり方も提案する必要がある．新型コロナがこの
まま終息したとしても，オンライン授業はなんらかの形で
広く，特別なものとしてではなく利用されていくであろう．
そう考えると，現在は教育のあり方における転換点・分岐
点にあたるのではないか．オンライン授業が特別なもので
はなくなった時，受講環境の調査，配慮，および，学生へ
の受講環境の提案（あるいは指導）がなされるべきではな
いのか．

2.2 オンライン授業の分類試案
オンライン授業といっても，その内容や進め方によって

教師側・受講者側にとって最適な環境は異なる．ここでは，
まず授業の内容からオンライン授業の種類を分類する．オ
ンライン授業は，授業の内容や進め方によって，表 1のよ
うに大きく 4つに分類されるのではないか．ここで仮に分
類して論を進めていく．

表 1 授業内容による分類
番号 授業内容のタイプ 最低限必要な受講機器
1 教員の説明主体の講義 スマートフォン
2 教員と学生，あるいは

学生同士のディスカッ
ションを伴う講義

タブレット

3 PC や機器を使用した
演習主体

PC

4 語学などのオーラル主
体

スマートフォンかWeb

カメラを搭載した PC

表 1に示したように，各授業分類（パターン）によってそ
れぞれ適した受講環境が考えられる．例えばパターン 1で
あれば，教員の説明の声がはっきりと聞こえれば，スマー
トフォンのみでも受講できるだろう．受講者は板書やスラ
イドをスマートフォンの画面を通して見ながら，適宜手元
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でメモを取ればよい．パターン 2になるとスマートフォン
ではやや難しい．特に Zoomのブレイクアウトルームを用
いたディスカッションを実施するとなると，スマートフォ
ンアプリではブレイクアウトルームの割り当てを受けない
と任意のルーム移動ができないという制限があるためであ
る．もちろん，PCであれば汎用的でどのパターンでも応
用できる．しかし，後述するが今回のアンケートでは「オ
ンライン授業の受講機器はスマートフォン」という層が少
なからず存在している．また，そもそも学校側がスマート
フォンを前提としたオンライン授業設計を行っている場合
もある [12]．これは，いわゆる「若者の PC離れ」も影響
しているのではないだろうか．
続いてパターン 3であるが，特に演習主体のものは PC

がないとできない．これについてはこれまで我々が調査対
象としてきたパターンであり，すでに述べたように報告済
みである [1][2][3][4][6]．しかし，PCが前提となっている
演習授業においても，学生から「スマホやタブレットでで
きませんか」といった質問があり，スマホ・タブレット需
要はあると考えられる．なお，最後のパターン 4について
は我々は分野外であり，事情について明るくないためここ
では取り扱わない．

3. アンケート調査の実施
3.1 アンケート調査の概要
前述のように，我々は 2021年 12月から 2022年 1月にか

けて，LINEリサーチと Freeasyの 2種類のインターネッ
トアンケートを実施した．LINEリサーチは，その名の通
り LINEを通じてアンケートを配布・回答するもので，よ
り一般層にアプローチできると思われる．普段授業で接
している大学を見ていると，LINEの普及率はほぼ 100%

と言って差し支えないと思われるが，総務省の調査 [5]で
は，LINEの普及率は全年代では 90.3%，20代では 93.7%

となっており，ここからも 20代の学生はほぼ 100%LINE

を使用していると言ってよいだろう．そのため，我々はま
ずは LINEリサーチプラットフォームを利用して全国の学
生のオンライン授業実態を把握することを試みた．LINE

リサーチの概要を示す．
• 調査対象者：20代の学生（大学，短期大学，専門学校，
大学院など），男性 250人，女性 250人

• 有効回答数：526人
• 調査時期：2021年 12月 21日　※ 12時間で終了
• 全 9問
しかし，LINEリサーチは「学生」という職業別の制限

を設ける際には，年齢層と性別を両方指定する必要がある．
そのため，「20代の学生」という指定ができず，「20代の男
性かつ学生」「20代の女性かつ学生」という指定が必要で
ある．また，回答者人数は最大 1000人まで設定できるた
め，調査予算との兼ね合いで男女で 500人ではなく，男性

女性それぞれ 250人ずつ学生対象で実施することとした．
LINEリサーチは 12時間程度で 500サンプルが得られ

（実際の回答者数は 526 人）この結果と比較するために，
別のWebアンケートシステムである Freeasyを利用した．
Freeasyは 15歳以上で対象年齢を設定できるため，LINE

リサーチでは対象範囲に入っていない 10代，もっといえ
ば現役入学の大学 1年生のデータを得るため，18歳以上
30歳以下とした．Freeasyでの概要を示す．
• 調査対象者：18歳以上の 30歳以下の学生（高等学校，
高等専門学校，大学，短期大学，専門学校，大学院な
ど）500人（男性・女性混在）

• 有効回答数：500人
• 調査時期：2022年 1月 25日から 1月 26日　 24時間
で終了

• 全 11問

3.2 LINEリサーチのアンケート項目
LINEリサーチでは，回答者の専門分野とオンライン授
業の有無や期間について質問し，オンライン授業を経験し
た回答者のみ，受講環境について回答してもらった．以下
に実際の質問項目を示す．
Q1. あなたの専門分野，学科はどれに該当しますか．
• 文学・法学・経済・経営
• 理学・工学・農学
• 教育・心理
• 看護・栄養・薬学
• 医学
• その他
Q2. あなたは 2020年 4月から 2021年 9月末までの間，

「オンライン授業」を受講しましたか．一番ご自身の状況
に近い期間を選んでください
• ほぼ 1年半の間全てがオンライン授業だった
• 1年程度はオンライン授業だった
• 半年程度はオンライン授業だった
• 3ヶ月程度はオンライン授業だった
• オンライン授業ではなかった
Q3. 「オンライン授業」はどのような形態が最も多かっ

たですか．
• 時間通りのリアルタイム映像配信同期型
• いつでも受講可能なリアルタイムではないオンデマン
ド映像配信型

• 映像や音声を伴わない課題提示・提出型
• その他
Q4. 「オンライン授業」の視聴に使用したもので最も多

く使用したものは次のどれですか．
• ノート PC

• デスクトップ PC

• スマートフォン
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• タブレットデバイス
• その他
Q5. オンライン授業の視聴に PCを使用した人にお伺い
します．PCに外部モニタを使用しましたか．
• 外部モニタをほぼ常に使用した
• 外部モニタを時々使用した
• 外部モニタは使用していない
Q6. 「オンライン授業」の受講に主に用いたインター
ネット回線の種類と快適さはどうでしたか．最もあてはま
るものをお選びください．
• 固定回線で快適だった
• 固定回線だが快適ではなかった
• スマホ本体やWi-Fiルータの回線で快適だった
• スマホ本体や Wi-Fi ルータの回線だが快適ではな
かった

• 回線はよくわからないが快適だった
• 回線はよくわからないが快適ではなかった
• わからない・憶えていない
Q7. 「オンライン授業」を主にどのような環境で受講し

ましたか．
• 机に受講に用いた端末を置き，椅子に座って受講した
• 床に座り，テーブルに受講に用いた端末を置いて受講
した

• ベッドやソファーなどで受講した
• その他
Q8. 「オンライン授業」が原因と思われる疲労，あるい
は不調はこの期間の間感じましたか．当てはまるものをす
べて選択して下さい．
• 目
• 肩
• 腰
• 腕
• その他
• あてはまるものはない
Q9. 「オンライン授業」をさらに快適に受講するために，

手元にあればよかったと思うものを書いて下さい．（例：よ
り高速な PC, 広い机, マウス, など）

3.3 Freeasyのアンケート項目
LINEリサーチの調査終了後，Freeasyでも調査を実施し
たが，この時に質問項目を見直し，学校の種別，専門分野
をより詳しく質問し，またノート PC等の必携化について
も質問した．以下に質問項目を示す．
Q1. あなたが通っている学校の種別と学年はどれですか．
• 専門学校 1年生
• 専門学校 2年生以上
• 高等専門学校（高専）
• 短期大学 1年生

• 短期大学 2年生以上（専攻科含む）
• 大学 1年生
• 大学 2年生以上
• 大学院
• その他
Q2. あなたの専門分野，学科はどれに該当しますか．
• 文学・外国語系
• 法学・経済・経営・心理・社会学系
• 理学・工学・情報学・農学系
• 教育系
• 芸術系
• 家政系
• 保健・看護・薬学・医学系
• その他
Q3. あなたの通っている学校では，ノート PC やタブ
レットデバイスを自分で購入して持ち込む必要があります
か．（BYODや，必携ノート PCなどと呼ばれています）
該当する機器・選択肢を選択して下さい．
• ノート PC

• タブレットデバイス
• ノート PCとタブレットデバイス両方
• 特に購入の義務づけはされていない
Q4. あなたは 2020年 4月から 2021年 9月末までの間，

「オンライン授業」を受講しましたか．一番ご自身の状況
に近い期間を選んで下さい．
• ほぼ 1年半の間全てがオンライン授業だった
• 1年程度はオンライン授業だった
• 半年程度はオンライン授業だった
• 3ヶ月程度はオンライン授業だった
• オンライン授業ではなかった

Q5. 「オンライン授業」はどのような形態が最も多かった
ですか．
• 時間通りのリアルタイム映像配信同期型
• いつでも受講可能なリアルタイムではないオンデマン
ド映像配信型

• 映像や音声を伴わない課題提示・提出型
• その他

Q6.「オンライン授業」の視聴に使用したもので最も多く
使用したものは次のどれですか．
• ノート PC

• デスクトップ PC

• スマートフォン
• タブレットデバイス
• その他

Q7. オンライン授業の視聴に PCを使用した人にお伺いし
ます．PCに外部モニタを使用しましたか．ノート PCで
は外部モニタ（テレビ含む），デスクトップ PCは追加モニ
タについてお答え下さい．
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• 外部モニタをほぼ常に使用した
• 外部モニタを時々使用した
• 外部モニタは使用していない

Q8. 「オンライン授業」の受講に主に用いたインターネッ
ト回線の種類と快適さはどうでしたか．最もあてはまるも
のをお選び下さい．固定回線は光，ケーブル TV，ADSL

回線などを指します．
• 固定回線で快適だった
• 固定回線だが快適では無かった
• スマホ本体やWi-Fiルータの回線で快適だった
• スマホ本体や Wi-Fi ルータの回線だが快適ではな
かった

• 回線はよくわからないが快適だった
• 回線はよくわからないが快適ではなかった
• わからない・憶えていない

Q9.「オンライン授業」を主にどのような環境で受講しま
したか．
• 机に受講に用いた端末を置き，椅子に座って受講した
• 床に座り，テーブルに受講に用いた端末を置いて受講
した

• ベッドやソファーなどで受講した
• その他

Q10. 「オンライン授業」が原因と思われる疲労，あるい
は不調はこの期間の間感じましたか．当てはまるものをす
べて選択して下さい．
• 目
• 肩
• 腕
• 腰
• その他
あてはまるものはない
Q11.「オンライン授業」をさらに快適に受講するために，

手元にあればよかったと思うものを書いて下さい．（例：よ
り高速な PC，広い机，マウス，など）価格は考慮しない
ものとします．また，特にない方は「なし」と記載して下
さい．

4. アンケート調査の結果
ここから，2つのアンケート調査の結果について，オン

ライン授業の実施状況と表 1に示したパターン別での結果
を示す．なお，LINEリサーチ，Freeasyともに 500人とい
う設定でアンケート調査を実施したが，LINEリサーチは
システム上 500人ちょうどで終了できず，得られた回答数
は 526人であった．Freeasyは 18歳以上と回答者を指定し
ているが，この場合は高校 3年生も回答可能である．回答
データには，質問 1において「その他」を選択し，「高校
生」「浪人生」といった記述があった．これらの高校生や予
備校生等は今回の対象外として削除した結果，Freesayの

有効回答者数は 500人から 475人となった．またここから
は特に断りのない限り，LINEリサーチは LINE-Rと略す．

4.1 オンライン授業の実施状況
まず，オンライン授業の実施状況や配信の種類について

表 2，表 3にそれぞれ示す．

表 2 オンライン授業の実施期間
期間 LINE-R (N=526) Freeasy (N=475)

ほぼ 1 年半の間全て 175 150

1 年程度 171 91

半年程度 95 85

3 ヶ月程度 34 63

オンライン授業では
なかった

51 86

表 3 オンライン授業の配信方法
配信の種類 LINE-R Freeasy

リアルタイム配信 260 207

オンデマンド配信 189 150

課題提示・提出型 22 30

その他 4 2

オンライン授業ではなかった 51 86

4.2 スマートフォンを主に使用した受講
次に，スマートフォンを主に使用してオンライン授業を

受講した回答者の，オンライン授業の配信方式別に分類し
た結果を表 4に示す．

表 4 主にスマートフォンでオンライン授業を受講した回答
配信の種類 LINE-R(N=23) Freeasy (N=53)

リアルタイム配信 11 20

オンデマンド配信 11 26

課題提示・提出型 1 7

その他 4 0

Freeasyでは質問 3において，いわゆる BYODかどうか
についても質問したが，この該当者の内訳は，ノート PC

購入義務が 10人，タブレット購入義務が 4人，ノート PC

とタブレットの両方購入義務が 1人，特にそのような義務
はないが 38人であった．ノート PCやタブレットの購入
義務があるにも関わらず，なぜスマートフォンを主に使用
したのか，様々な要因が考えられるが，これについては後
述する．
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4.3 タブレットを主に使用した受講
次は，タブレットデバイスを主に使用してオンライン授

業を受講した回答者について，オンライン授業の配信方式
別に分類した結果を表 5に示す．

表 5 主にタブレットでオンライン授業を受講した回答
配信の種類 LINE-R(N=27) Freeasy (N=36)

リアルタイム配信 15 20

オンデマンド配信 10 12

課題提示・提出型 2 4

その他 0 0

先程と同じく，Freeasyの質問 3の結果は，ノート PC購
入義務が 7人，タブレット購入義務が 9人，ノート PCと
タブレットの両方購入義務が 5人，特にそのような義務は
ないが 15人であった．

4.4 PCを主に使用した受講
最後に PC（デスクトップ PCとノート PCを含む）を主

に使用してオンライン授業を受講した回答者について，オ
ンライン授業の配信方式別に分類した結果を表 6に示す．

表 6 主に PC でオンライン授業を受講した回答
配信の種類 LINE-R(N=421) Freeasy (N=300)

リアルタイム配信 234 167

オンデマンド配信 168 112

課題提示・提出型 19 19

その他 0 2

また，Freeasyの質問 3の結果は，ノート PC購入義務
が 193人，タブレット購入義務が 10人，ノート PCとタ
ブレットの両方購入義務が 10人，特にそのような義務は
ないが 87人であった．Freeasyにおける該当者は 300人の
ため，ノート PC購入義務とノート PCとタブレットの購
入義務を両方足すと 203人となり，該当者中の 68%，また
回答者全体からは 43%となり，BYODがかなり導入され
ていることがわかる．

4.5 外部モニタの使用
続いて，オンライン授業の受講機器として主に PCを使
用した場合での外部モニタの使用についてである．オンラ
イン授業の配信方式について，それぞれ表 7，表 8，表 9，
に示す．なお，表中の Lは LINEリサーチ，Fは Freeasy

の回答者数である．

表 7 リアルタイム配信の外部モニタ使用者
期間 ほぼ常に使用した 時々使用した 使用していない

L F L F L F

3 ヶ月 1 3 1 4 16 20

半年 4 3 7 2 38 31

1 年 9 3 10 6 63 27

1 年半 7 8 14 13 64 47

表 8 オンデマンド配信の外部モニタ使用者
期間 ほぼ常に使用した 時々使用した 使用していない

L F L F L F

3 ヶ月 0 1 8 3 16 6

半年 0 1 3 5 8 19

1 年 5 5 7 7 49 15

1 年半 3 4 8 12 56 34

表 9 課題提示・提出型の外部モニタ使用者
期間 ほぼ常に使用した 時々使用した 使用していない

L F L F L F

3 ヶ月 0 0 0 0 2 6

半年 0 0 0 0 5 2

1 年 0 0 2 0 5 4

1 年半 1 3 0 3 4 2

リアルタイム配信型とオンデマンド配信型では，オンラ
イン授業期間が長いほど，外部モニタを「ほぼ常に使用し
た」「時々使用した」の数がどちらのアンケート調査でも延
びている．期間によって総数が異なるため，あくまで参考
程度の比較であるが，LINEリサーチのリアルタイム配信
での結果を割合を示すグラフで表したものが図 2である．
3ヶ月（総数：18）と半年（総数：49）は総数がまったく
異なるが，1年と 1年半ではそれぞれ総数が 82と 85のた
め，ほぼ同数と見なしてよく，それを考慮すると 1年と 1

年半の間には外部モニタの使用率向上が見られる．

図 2 リアルタイム配信の外部モニタ使用率 (LINE-R)
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4.6 オンライン授業期間
LINEリサーチ，Freeasyともに，アンケート結果には回
答者の居住都道府県データが付随している．ここから，オ
ンライン授業期間と地域について上位 5地域をまとめたも
のが表 10である．

表 10 都道府県別のオンライン授業期間
期間 LINE-R Freeasy

1 年半 東京 (44), 神奈川 (21),

大阪 (13), 埼玉 (12), 千
葉 (11)

東京 (29), 神奈川 (18),

大阪 (13), 埼玉 (10), 兵
庫・京都・愛知 (8)

1 年 東京 (31), 大阪 (17), 埼
玉 (16), 神奈川 (12), 北
海道 (10)

東京 (12), 大阪 (9), 埼
玉 (7), 神奈川 (6), 北海
道 (6)

半年 大阪 (10), 東京 (9), 愛
知 (8), 神奈川 (7), 北海
道 (6)

東京 (11), 愛知 (10), 大
阪・兵庫 (7)

3 ヶ月 大阪 (6), 東京 (3), 埼玉
(3)

福岡・愛知 (6), 東京・神
奈川・大阪 (4)

この表の括弧内は人数を表す．なお，Freeasy の半年，
LINEリサーチの 3ヶ月では，表に記載した以外の地域は
ほぼ 1,2人程度だったため省略した．このデータは，あく
まで居住地であり，例えば埼玉在住でも東京の学校に通っ
ている場合は厳密には異なることになるが，2つの調査結
果は，東京やその他関東圏がオンライン授業期間が長い傾
向にあり，関西圏は大阪が抜き出ているという点など，ほ
ぼ同傾向を示している．これまでの感染者数は東京と大阪
が多く，また北海道が冬に非常に増加したこともあり，こ
れらの影響が出ていると思われる．

4.7 オンライン授業を快適に受講するための物品
LINEリサーチ，Freesayともにアンケート調査の最後に

「オンライン授業をさらに快適に受講するために手元にあ
ればよかったと思う物」を自由回答で求めている．この結
果を，両アンケート調査結果を含めてオンライン授業の受
講機器別に主な結果を示す．
主にスマートフォンで受講：
• スマートフォンの角度が調整できるスタンド
• 広い机
• クッション
• 座り心地の良い椅子
• ゲーミングチェア
• PC

• タブレット
主にタブレットで受講：
• タブレットの角度が調整できるスタンド
• 広い机
• クッション
• ゲーミングチェア

• PC

• より高速な回線，Wi-Fi

• ヘッドセットやマイク
主に PCで受講：
• 広い机
• クッション
• ゲーミングチェア
• マウス
• タブレット
• 追加のモニタ
• より高速な回線，Wi-Fi

• ヘッドセットやマイク
以上の結果から，どの機器で受講していたとしても，広

い机，クッション，ゲーミングチェア，が共通項として抽
出できる．

5. 考察
本節では，前述したパターン別のデータと，さらに付随

するデータによって調査結果に対する考察を行う．

5.1 外部モニタ使用率
すでに述べたように，我々はオンライン授業において

TV を含む外部モニタの使用を呼びかけてきた．2021 年
度後期授業における呼びかけと使用実態調査 [4]では 1年
生は 19%の学生が，3年生は 23%の学生が外部モニタを使
用している．今回の全国調査において外部モニタを「ほぼ
常に使用した」「時々使用した」と回答した人を外部モニ
タ使用者として捉えると，LINEリサーチにおいてはリア
ルタイム配信において 1年半のオンライン授業時に 23%，
Freeasyでは 31%になる．
ここで調査前に「理工系の方が外部モニタ使用率は高い

のではないか」という仮説を我々は持っていたが，これ
を検証するため，回答者の専攻・専門別に外部モニタ使用
について集計した結果を表 11，表 12に示す．これを見
ると，どちらの調査でも，理工系の結果が多いが，LINE

リサーチの結果では「文学・法学・経済・経営」が，また
freeasyの結果では「文学・外国語系」「法学・経済・経営・
心理・社会学系」も比較的「時々使用した」が割合的には
理工系よりも高い結果になっている．これはやや驚きの結
果であり，本人たちの PCスキルが比較的高かったか，あ
るいは家族や周辺から勧められた，オンライン授業やテレ
ワークに関する様々な情報から「外部モニタとノート PC

の組み合わせは便利」という情報を仕入れていた，などが
考えられる．「テレワーク　モニタ」などでWeb検索を行
うと様々なWebサイトがヒットするが，例えばダイワボウ
情報システム株式会社が運営する PC-Webzine[13]のWeb

サイトは 2020年 9月 11日付けで掲載されており，オンラ
イン授業が開始・継続されていた 2020年にはすでにこの
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ような情報がWebから取得できていた．

表 11 専門別の外部モニタ使用データ (LINE-R)

専門内容 ほぼ常に使用した 時々使用した 使用していない
文学・法
学・経済・
経営

6 14 94

理学・工
学・農学

13 15 98

教育・心
理

2 9 40

看護・栄
養・薬学

3 6 35

医学 1 3 30

その他 5 6 41

表 12 専門別の外部モニタ使用データ (Freeasy)

専門内容 ほぼ常に使用した 時々使用した 使用していない
文学・外
国語系

8 11 39

法学・経
済・経営・
心理・社
会学系

4 12 47

理学・工
学・情報
学・農学
系

7 12 40

教育系 2 7 26

芸術系 0 0 6

家政学系 2 1 7

保健・看
護・薬学・
医学系

7 10 42

その他 1 2 7

5.2 大学 1年生に対する分析
さらに前述の外部モニタ使用率について，Freesayでは
大学 1年生と大学 2年生以上を区別して調査したため，大
学 1年生に絞って過去の調査と比較する．
Freesayの回答者のうち，大学 1年生は 70人で，このう

ち外部モニタを「ほぼ常に使用した」が 9人，「時々使用し
た」が 14人，「使用していない」が 47人だった．ここから
割合を求めると，「ほぼ常に使用した」のみだと 13%，「時々
使用した」も含めると 33%になる．これは過去の我々の学
内調査と比較するとかなり高い割合であり，さらに「ほぼ
常に使用した」と回答した大学 1年生の専門分野は，文学・
外国語系，家政学系，法学・経済・経営・心理・社会学系，
教育系，保健・看護・薬学・医学系であり，理工系は皆無
であった．「時々使用した」まで含めると，理学・工学・情
報学・農学系の大学生が見られるが，たまたまアンケート

の標本集団に理工系の大学 1年生が少なかったのか，ある
いは先程述べた非理工系大学 1年生が知識があったか，あ
るいは周囲のサポートに恵まれていたのか，何か要因があ
ると推測される．なお，オンライン授業期間は「ほぼ常に
使用した」の回答群では，1人を除き，1年半や 1年と回
答していた．ただ，大学 1年生は調査時点（2022年 1月）
ではまだ 1年も経過していないため，1年半や 1年といっ
た回答は，大学入学後調査時点までずっとオンライン授業
だったと判断してよいだろう．

5.3 BYODでスマートフォンを使用する理由
スマートフォンをオンライン授業の受講機器として主に

使用した回答者は，Freeasyでは 53人だったが，このうち，
ノート PCやタブレットの購入義務は 15人回答している．
この回答者らは，PCやタブレットが手元にあるにも関わ
らず，オンライン授業の主な受講機器としてスマートフォ
ンを使用しているのはなぜだろうか．この理由として，お
そらく次の 2つのどちらかではないかと考えられる．
( 1 ) スマートフォンに慣れているため，スマートフォンで
すべてを処理したい．

( 2 ) Zoomなどの配信画面をスマートフォンで受信し，他
の作業を PC やタブレットで行ったので「スマート
フォン」と回答した．

どちらも，筆者らは実際にオンライン授業を実施している
中で体験している．例えば前者では，筆者らは 2021年度
後期授業において Google Colabを使用したプログラミン
グ授業をオンラインで実施したが，「Colabはスマートフォ
ンで使えないのか」という問い合わせが実際にあった．ま
た，後者についてもMicrosoft Accessを使用した授業で，
想定通り動作しないという学生に「Zoomの共有機能で今
の画面を見せて下さい」と指示すると「スマートフォンで
Zoomを見ているので PC画面は共有できない」と返事が
来た経験がある．後者であれば，オンライン授業の受信用
端末と演習端末を分けることにより，スマートフォンなの
で画面サイズは小さいが，実質的に 2台のモニタを使用し
ていることになり，ITスキルが高いとも言える．
この点について，果たして前者か後者かは質問項目とそ

の回答からは読み取ることは難しい．次回に同様のアン
ケート調査を実施するときの課題としたい．

5.4 快適に受講するための物
4.7節において受講スタイル別での「快適に受講するた

めに手元にあればよかったと思う物」をまとめたが，ここ
で述べているようにどの方式でも，広い机，クッション，
ゲーミングチェアが共通項である．
回答者ごとの学習環境はそれぞれ異なるため一概に述べ

るのは難しいが，いわゆる一般的な勉強机を使用している
例が多いのではないだろうか．過去の調査 [1]から，学習

8ⓒ 2022 Information Processing Society of Japan

Vol.2022-CE-165 No.9
2022/6/5



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

机上スペースは幅 90cmから 100cm，奥行きは 50cm程度
あればオンライン授業の受講が可能であると考えられる．
図 3はこの調査において，実際に学生から提出してもらっ
た机の様子であるが，典型的な学習机であり，PCと教科
書，ノート等を広げるには，一般的なフラットな机の方が
向いているかもしれない．しかし，スマートフォンだけで
オンライン授業を実施するなら，この程度のスペースが確
保できればそれほど不自由はないのではないかと思われ
る．それでも「広い机」と回答した人は，より狭い机でオ
ンライン授業を受講していたのではないだろうか．

図 3 オンライン授業受講の例 (幅 90cm, 奥行 60cm)

次に，クッションとゲーミングチェアについて取り上げ
る．ゲーミングチェアは数万円程度するため，一般的な椅
子として考えると高価であるが，長時間座ったままゲー
ムをプレイしても快適という売り文句のもと，eスポーツ
ブームもあり，注目を集めていた．そこにコロナ禍による
テレワークやオンライン会議・授業にもゲーミングチェア
が疲れづらくてよいのではないか，とより注目を集めたも
のと思われる．実際，販売メーカも「テレワーク・ゲーム
環境におすすめなゲーミングチェア」[14]として特集を組
み PRしている．これらの社会的な注目・情報から，決し
てゲームプレイのためではないが，長時間座ってオンライ
ン授業を受けるのならより快適に受講するために，腰への
負担を考えてクッションやゲーミングチェアがあればよい
と回答したものと思われる．
その他，それぞれの受講スタイルであるとよかった物を

見ると，スマートフォンではPCやタブレットが，タブレッ
トでは PCが，PCではマウスやタブレット，追加のモニ
タなどがある．スマートフォンで，より大きく高機能なデ
バイスである PCやタブレットを求め，同じくタブレット
では PCを求めるのは，実はスマートフォンやタブレット
でオンライン授業を受講したにも関わらず，現状に満足し
ていないためより高機能なデバイスを求めているのではな
いかと推測される．一方，PCで受講した場合にタブレッ
トを求めるのは，さらにもう 1台デバイスがあればより便
利だと感じたからではないだろうか．この場合，タブレッ

トで ZoomやGoogle Meetといった会議システムを使用し
て，演習作業等を PCで行えば外部モニタの代わりとして
機能するし，PCを持ち出すほどでないような時に，タブ
レットを用いて受講することもできるため，より自由なス
タイルでオンライン授業が受講できるだろう．最後にマウ
スであるが，これは筆者が担当した授業でも同様の意見が
上がっていた．マウスはいわゆる 100円ショップでも数百
円で販売されており，都市部なら家電量販店等で容易に入
手できる．しかし，ここに「マウス」とわざわざ書くのは，
どのマウスを購入すればよいかわからない，またゲーミン
グマウスと呼ばれる高価なものもあり，価格と機能の違い
がわからない，ということもあるのではないかと考えられ
る．実際は有線・無線やボタンの数違い程度しかなく，接
続にしても USBか Bluetoothしかないため，自分の予算
に合う USB接続マウスを購入すれば特に問題ないと思わ
れるが，極端に言えばこれも「若者の PC離れ」なのか，
どのマウスを購入するべきか，といった筆者のような情報
リテラシーを担当する者には問題とすらならない程度のも
のさえ，今の学生には難しいことなのかもしれない．

6. まとめ
我々は LINEリサーチと Freeasyという 2つのインター
ネットアンケートシステムを用いて，合計 1000人からオン
ライン授業に関するアンケート調査を行った．我々がこれ
まで継続調査してきた担当授業における「オンライン授業
時における外部モニタの使用」と比較すると，今回のアン
ケート調査結果の方が使用率が高い結果となった．また，
「快適に受講するために手元にあればよかったと思う物」に
ついて質問すると，オンライン授業の受講機器に関係なく，
広い机や椅子，クッションといった受講環境・家具に関す
る物がより多く挙げられた．以上や考察で取り上げた内容
をまとめると，次のことが言えるのではないだろうか．
( 1 ) オンライン授業が長引くことにより，外部モニタの有
用性が知られ，導入が進みつつあった．

( 2 ) オンライン授業を快適に受講するには受講機器と同様
に，使用する環境・家具も考慮する必要がある．

( 3 ) 学生の PC知識はかなり乏しい．
なお，今回疲労に関する分析は行わなかった．これは

LINEリサーチでは質問項目 8，Freesayでは質問項目 10

がそれぞれ該当する．一般論としては，「オンライン授業
はずっと画面を見続けるために目が疲れる」「ずっと座っ
ているので腰痛がする」などが言われ，確かに回答を見た
ところ目の疲れを訴えるものが多かった．しかし，正確な
疲労を計るには，オンライン授業前の状態とオンライン授
業後の状態を比較するべきであり，机や椅子といった受講
環境もそれぞれ異なっているため，ここでは安易な比較は
できないと判断したためである．
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